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γ 
森林域における効率の良い
現地調査手法の開発

加藤顕1），梶原康司2），本多嘉明2!,Gomez Christopher 3! 

建石隆太郎2），ヨサフアツトテトオコスリスマンティヨ2)

I）千葉大学大学院園芸学研究科

2）千葉大学環境リモートセンシング研究センター

3l Department of Geography, University of Canterbury, 

New Zealand 

背景と目的

バイオマス及び炭素量算出方法

スギ林の例（ 35年生）
①斡の重量
幹材積 X 314 （同／m3) 

②敏業のバイオマス
1.23 （鉱大係数）

③地下郎のバイオマス
1.25 （鉱大係数）

④炭素がバイオマスに
占める割合 0.5 

①（m3／年｝｛トン／m3) X ② X ③ X ④ 
＝吸収畳｛炭素トン／年｝
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新たな手法

地上レーザーを用いた3次元解析＝今

研究対象地の位置づけ

航空繊レーザーデータの有無

NO 

地上レーザーを検恒用データとし、
航空機レーザーデータを主体に解析

① 
(600 m) RIEGL VZ400 

SICK LMS 511 (50 m) 

高額の地上レーザーを持ち込める

YES NO 

NO 

③ 写真だけから3次元データを作成し、
解析する。 UAV-SfM
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Terrestrial laser 

Laser sensor － Laser wavelength 

Max ra”ge 
Laser point 
density range 

5 

レーザーセンサー
Laser sensor 

レーザー波長

RIEGLVZ400 

1550 nm 

0.35 mrad 

盟旦旦
100。 （+60° I・40。）

Laser sensor SICK LMS511 

レーザー波長盟豆旦旦

4.7mrad 
盟旦
150。 （＋90。／

三ι上
千葉大学環場リモートセンシングセンター
梶原 康司、本多 嘉明により開発
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地上レーザーによる樹木計測

量旦i
DT品1creation 

皇旦2
Stem Map creation 

皇旦2
Data extraction 

Measurement of 
DBH and tree height 

皇盟」生

結果

y = 0.9581x + 1.3027 
R2= 0.9789 

TT ree Height 
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結果

V幹材積

0 ,,--

Field stem volume measurement 

SICKによる熱帯林計測データ
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tJAV-SfM (Structure from Motion) 

ト司ホ積雪F・・・
園圃 － oナて吉良守F冒．．．． ・・－ 7夜二 ・・

Flight track 

UAV: 

OJI Phantom 2 

データ融合
地上で取得した3次元データ（slave)

データ融合
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Agiso代

PhotoScan 

Professional 

ー－ meter 
0 1530 60 90 120 

UAV-SfM 
RIEGL TLS UAV・SfM

手

ドー

まとめ

• 3次元データの解析技術を完成できたことで、より正確に
データを解析できるようになった。

・どこにでも持ち運びできる安価な地上レーザーシステム
で、世界のどの場所でも3次元データを取得することがで
きるようになった。

・データ融合技術により、地上レーザーを検証用として他
の3次元データと比較できるようになった。

・サンプリングデザインによる影響から、地上レーザーを現
場で使用する作業手順を作成し、3次元データの普及した
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ご清聴感謝いたします。

違釜盆

加藤顕，Ph.D.
千葉大学橿芸学研究科
akiran@facul旬.chiba-u.io
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